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３１ 掲示板・お知らせ・DATA FILE

（９７号表紙）「美術館への径（みち）」 （油彩：F８号）

２０１４年 大坂 雅博（当研究所専務理事）

南区にある札幌芸術の森美術館は、７．５�の広い敷地内に野外美術館などを
併設する複合文化施設で、年に何度か訪れる。

第１駐車場から有島武郎旧邸を右手に、坂を下ると視界が開けトドマツの木

立が現われる。木立を抜けた先に美術館がある。

この作品では、爽やかな季節の空気感と陽ざし、美術館へ向かう高揚感を表

現したいと思った。実際には桜はこの位置になく、高鳴る気持ちの象徴として

制作途中から加えたものである。

札幌芸術の森美術館は今年で２５年目を迎える。１９９０年の開館は当研究所と同

い年である。
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新企画  

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
当
研
究
所
が
現
在
進
め
て
い
る
事
業
を
皆
様
に
紹

介
し
、
時
期
ご
と
の
具
体
的
な
活
動
を
お
伝
え
す
る
新
し
い
企
画
で
す
。

第
一
回
目
は
、
出
版
助
成
事
業
、
編
集
委
員
会
の
開
催
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
利
用
状
況
調
査
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

�
平
成
二
六
年
度

出
版
助
成
事
業
（
十
一
〜
三
月
）
�

研
究
所
が
創
設
期
か
ら
継
続
し
て
い
る
、
若
手
研
究
者
の
出
版
を
支
援

す
る
事
業
に
、
平
成
二
六
年
度
は
二
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
一
一
月
に
選
考
委
員
会
が
開
か
れ
、
委
員
か
ら
指
摘
の
あ
っ
た
個

所
を
追
記
、
校
正
す
る
作
業
を
経
て
、
二
件
と
も
助
成
対
象
と
し
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
出
版
に
向
け
て
最
終
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業

対
象
と
な
っ
た
研
究
者
（
執
筆
者
）
は
次
の
方
々
で
す
。
書
籍
名
と
内
容

に
つ
い
て
は
、
事
業
完
了
後
に
紹
介
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
泉
谷

眞
実
氏

弘
前
大
学
農
学
生
命
科
学
部

・
細
山

隆
夫
氏

北
海
道
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
水
田
作
研
究
領
域

ま
た
、
本
年
度
の
応
募
原
稿
に
つ
い
て
は
、
学
識
経
験
者
の
方
々
に
、

選
考
・
審
査
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

�
編
集
委
員
会

開
催
（
二
月
一
六
日
）
�
�
�
�
�
�

会
報
「
地
域
と
農
業
」
は
、
こ
の
春
号
（
第
九
七
号
）
か
ら
通
算
第

一
〇
〇
号
に
向
け
て
、
誌
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

会
報
の
読
者
で
あ
り
、
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
編
集
委
員
の
方
々
に

集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
特
集
や
レ
ポ
ー
ト
な
ど
記
事
全
般
に
つ
い
て
、
率

直
な
感
想
と
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
地
域
と
農
業
」
な
ら

で
は
の
特
集
や
着
眼
点
、
Ｊ
Ａ
や
市
町
村
の
広
報
誌
で
は
取
り
上
げ
な
い

地
域
の
課
題
、
な
ど
に
つ
い
て
も
有
意
義
な
提
案
を
幾
つ
も
い
た
だ
き
ま

現
在
の
研
究
所

〜

活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
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し
た
。
さ
ら
に
、
読
者
の
興
味
を
そ
そ
る
見
出
し
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て

も
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

「
地
域
と
農
業
」
は
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
会
報
と
い
う
こ
と
で
、
学
術
的

な
記
事
も
掲
載
し
、「
堅
い
」
イ
メ
ー
ジ
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
他
誌
に

は
な
い
独
自
の
カ
ラ
ー
と
し
て
大
切
に
守
る
べ
き
、
と
の
ご
意
見
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
会
議
で
提
案
い
た
だ
い
た
項
目
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
逐
次
具
体
化
し
て
い
く
方
針
で
す
。

な
お
、
出
席
い
た
だ
い
た
編
集
委
員
は
次
の
方
々
で
す
。

・
遠
藤

浩
一
氏

岩
見
沢
市

Ｊ
Ａ
い
わ
み
ざ
わ
常
務
理
事

・
貞
広

樹
良
氏

美
唄
市

貞
広
農
園
代
表

（
農
産
物
生
産
・
直
売
・
加
工
品
製
造

販
売
）

・
中
村
由
美
子
氏

千
歳
市

酪
農
家

全
道
の
女
性
農
業
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
「
き
た
ひ
と
ネ
ッ
ト
」
事
務
局
長

駒
そ
ば
亭
店
長

・
黒
澤
不
二
男
氏

長
沼
町

農
業
改
良
普
及
協

会
会
長
当
研
究
所
顧
問

中村由美子氏 黒澤不二男氏

遠藤浩一氏 貞広樹良氏
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�
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
改
良
に
向
け
て

〜
利
用
状
況
の
把
握
�
�
�
�

昨
年
一
〇
月
に
実
施
し
た
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
で
「
情
報
の
提

供
方
法
で
良
い
と
思
う
も
の
」
と
の
設
問
に
対
し
て
、「
会
報
」
に
次
い

で
多
か
っ
た
の
が
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
活
用
」
で
し
た
。
今
以
上
に
利

用
さ
れ
る
内
容
と
す
る
た
め
に
、
過
去
三
ヵ
年
の
利
用
状
況
を
調
べ
て
み

ま
し
た
。（
表
参
照
）

利
用
回
数
は
（
訪
問
回
数
、
訪
問
者
数
と
も
）
年
々
順
調
に
増
加
し
て

き
て
い
て
、
年
間
訪
問
回
数
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
対
比
で
二
〇
一

三
年
は
二
三
％
増
、
二
〇
一
四
年
は
三
二
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
間

を
通
じ
て
比
較
的
安
定
し
た
利
用
回
数
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
時
期
的
に

見
る
と
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
利
用
が
多
い
よ
う
で
す
。（
網
掛
け
部

分
）
今
後
、
利
用
状
況
を
ペ
ー
ジ
別
に
整
理
・
把
握
し
て
、
訪
問
回
数
の

多
い
項
目
の
さ
ら
な
る
充
実
と
、
少
な
い
項
目
の
内
容
改
善
や
画
像
の
追

加
掲
載
な
ど
を
行
い
、
更
に
利
用
が
増
え
る
よ
う
に
す
る
考
え
で
す
。

�
会
議
な
ど
の
開
催
経
過
と
今
後
の
予
定

�
�
�
�
�

三
月
中
〜
下
旬

各
種
成
績
書
印
刷
、
納
入

ＨＰ：ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｃｈｉｉｋｉｎｏｕｋｅｎ．ｏｒ．ｊｐ

お問い合わせ・ご意見は

Ｅ‐ｍａｉｌ：ｏｆｆｉｃｅ４７＠ｃｈｉｉｋｉｎｏｕｋｅｎ．ｏｒ．ｊｐ

ホームページ利用状況（地域農研）

訪 問 回 数

１２月

３，４７１

５，１１３

２，７４２

注：「訪問回数」は実際にアクセスしたのべ回数、「訪問者数」は同一月内に同じ人が２回以上アクセスしてもカウントされない。

１１月

３，３６０

３，２４３

３，１９３

１０月

３，１９９

３，２５０

３，２３３

９月

３，０９２

３，０９７

２，８８１

８月

３，５８５

３，１５４

２，９２０

７月

４，５９９

３，１１７

３，１９２

６月

３，７０７

３，８９６

３，３２６

５月

４，０２０

４，９２７

３，５２０

４月

４，７７２

４，０２０

２，９２１

３月

４，５８０

３，６７８

２，７４４

２月

４，０８５

３，２０２

２，３９７

１月

４，３９９

２，９３１

２，３９８

年 間

訪問
者数

１８，８９０

１４，３３５

１０，０８７

訪問
回数

４６，８６９

４３，６２８

３５，４６６

年

２０１４

２０１３

２０１２
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二
六
日

平
成
二
六
年
度
第
五
回
理
事
会

三
〇
日

参
与
会

四
月

新
規
採
用
職
員
（
研
究
職
）
の
就
任

下
旬

監
事
監
査
、
平
成
二
七
年
度
第
一
回

理
事
会

五
月

二
八
日

平
成
二
七
年
度
第
二
回
理
事
会

平
成
二
七
年
度
（
第
二
五
回
）
通
常
総
会
、

特
別
講
演

※
一
部
未
確
定
の
予
定
も
あ
り
ま
す
。

�
そ

の

他

�
�
�
�
�
�
�
�
�

こ
こ
に
掲
載
し
て
い
る
記
事
は
、
印
刷
発
行
前
の

（
三
月
下
旬
時
点
）
の
も
の
で
す
。

研
究
会
・
研
修
会
等
へ
の
報
告
者
、
講
師
の
派
遣

と
人
事
異
動
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

巻
末
の
「
掲
示
板
」「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

平成２６年度第５回理事会 ３月２６日 北農ビル第５会議室

平成２６年度参与会 ３月３０日 北農ビル第４会議室
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１
�
見
通
し
の
つ
か
な
い
農
業
情
勢

現
時
点
に
お
け
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
見
通
し
に
つ
い
て
、
米
国
議
会
の
動

向
に
よ
っ
て
日
程
が
ず
れ
込
む
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
米
や

畜
産
物
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
品
目
を
め
ぐ
る
事
態
は
相
変
わ
ら
ず
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
。
ま
た
重
要
な
懸
案
事
項
で
あ
る
農
協
改
革
に

つ
い
て
も
、
そ
の
明
確
な
論
拠
が
示
さ
れ
な
い
ま
ま
に
法
制
度
等
の
骨
格

が
ま
と
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

現
在
、
わ
が
国
の
食
料
・
農
業
・
農
村
に
お
け
る
諸
問
題
は
、
わ
が
国

の
将
来
に
わ
た
る
食
料
調
達
の
あ
り
方
を
「
百
年
の
計
」
と
し
て
、
国
民

に
対
し
て
明
確
に
示
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
全
国
の
農
業
・
農
村
現

場
の
動
向
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
等
閑
視
し
な
が
ら
、
一
方
的
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
、
農
協
改
革
を
な
し
崩
し
的
に
進
め
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
平
成
二
六
年
に
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所
が
北
農
五
連
か
ら

の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
た
「
組
合
員

経
営
及
び
Ｊ
Ａ
事
業
・
運
営

等
に
関
す
る
意
向
調
査
」
に
よ
る
と
、
い
ま
わ
が
国
の
農
家
が
離
農
す
る

理
由
や
農
業
経
営
で
困
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
行
方
な
ど

農
業
情
勢
・
農
政
の
見
通
し
が
立
た
な
い
こ
と
」
が
第
一
番
に
あ
げ
ら
れ

て
お
り
、
わ
が
国
の
農
業
政
策
の
方
向
性
と
そ
れ
に
対
応
し
た
種
々
の
施

策
が
具
体
的
に
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

別
の
調
査
で
あ
る
が
、
離
農
の
理
由
と
し
て
第
一
番
目
に
挙
げ
ら
れ
て
い

る
項
目
も
、
同
様
に
「
農
業
情
勢
・
農
政
の
見
通
し
が
立
た
な
い
」
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
農
業
情
勢
の
先
行
き
不
明
が
、
わ
が
国
の
農
家
戸
数
・
農

業
従
事
人
口
の
減
少
あ
る
い
は
担
い
手
の
高
齢
化
を
招
き
、
わ
が
国
に
お

け
る
農
業
生
産
基
盤
を
弱
体
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
と
こ

一
般
社
団
法
人

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

副
理
事
長
・
所

長

黒

河

功

み

る

観

察

こ
れ
か
ら
の
北
海
道
に
お
け
る
農
業
経
営
展
開
の
方
向
に
つ
い
て
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ろ
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
い
ま
や
国
内
農
業
の
生
産
基
盤
強
化
を

改
め
て
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
須
の
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

以
上
の
状
況
下
に
お
い
て
北
海
道
農
業
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
で
あ

る
と
い
え
る
が
、
北
海
道
に
お
い
て
も
農
業
労
働
力
が
減
少
す
る
な
ど
生

産
基
盤
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
こ
れ
ま
で
政
府
管
掌
作
目
に
頼
り
過

ぎ
て
き
た
感
も
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
自
ら
環
境
を
整
え
、
条
件
づ
く
り

を
し
て
い
く
と
い
う
気
構
え
で
取
り
組
む
に
足
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
自
分
の
地
域
の
持
つ
特
徴
・
条
件
な
ど
を
十
分
に
認

識
し
、
そ
れ
を
上
手
く
生
か
す
工
夫
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
地
域
農
業
構
造
の
核
で
あ
る
農
家
戸
数
や
経
営
規
模
な
ど
の
動
向
と
、

地
域
条
件
な
ど
を
活
か
し
て
い
く
創
意
工
夫
の
糸
口
な
ど
に
つ
い
て
若
干

ふ
れ
て
お
き
た
い
。

２
�
こ
れ
か
ら
の
農
業
構
造
の
見
通
し

�

販
売
農
家
人
口
、
戸
数
の
動
向
予
測

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
農
家
戸
数
は
平
成
に
入
り
減
少
傾
向
を

示
し
て
き
た
が
、
北
海
道
で
も
平
成
二
二
年
（
二
〇
一
〇
）
に
は
、
平
成

二
年
（
一
九
九
〇
）
に
比
べ
、
五
一
％
と
半
減
し
て
い
る
。
農
家
人
口
に

つ
い
て
は
農
家
戸
数
よ
り
も
大
き
く
減
少
し
、
同
じ
く
一
九
九
〇
年
対
比

で
二
〇
一
〇
年
に
は
四
六
％
に
減
少
し
て
い
る
。
販
売
農
家
の
農
家
人
口

に
占
め
る
高
齢
者
比
率
（
六
五
歳
以
上
）
は
、
二
〇
一
〇
年
に
は
三
二
％

に
も
の
ぼ
り
、
高
齢
化
が
ま
す
ま
す
進
行
し
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。

表
１
〜
表
５
は
、
道
立
総
合
研
究
機
構
中
央
農
業
試
験
場
が
、
農
林
業

セ
ン
サ
ス
等
を
用
い
て
「
コ
ー
ホ
ー
ト
移
動
確
率
」
を
求
め
て
、
今
後
二

〇
二
五
年
ま
で
の
農
家
戸
数
・
農
家
人
口
等
の
推
移
に
つ
い
て
推
計
し
た

結
果
で
あ
る
。
分
析
の
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
農
林
業
セ
ン
サ

ス
を
用
い
た
北
海
道
農
業
・
農
村
の
動
向
予
測
」（
北
海
道
地
域
農
業
研

究
所
、
平
成
二
四
年
度
北
農
五
連
委
託
調
査
研
究
報
告
書
、
二
〇
一
三
年

三
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

推
計
に
よ
れ
ば
、
販
売
農
家
戸
数
（
表
１
）
に
つ
い
て
、
北
海
道
全
体

で
二
〇
二
五
年
に
は
、
二
〇
一
〇
年
の
六
〇
％
に
あ
た
る
二
・
六
万
戸
に

ま
で
減
少
し
て
し
ま
い
、
販
売
農
家
人
口
（
表
２
）
に
つ
い
て
も
同
じ
く

五
四
％
に
あ
た
る
九
・
二
万
人
に
減
少
、
そ
の
う
ち
生
産
年
齢
人
口
（
一

五
歳
か
ら
六
五
歳
）
は
五
一
％
と
お
よ
そ
半
減
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

農
家
人
口
、
農
家
戸
数
の
減
少
程
度
は
、
檜
山
、
上
川
、
石
狩
、
空
知

振
興
局
な
ど
、
水
田
作
地
帯
で
大
き
く
、
十
勝
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
畑
作
地

帯
、
根
室
、
釧
路
の
酪
農
地
帯
で
は
全
体
的
に
や
や
緩
や
か
な
減
少
値
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
二
〇
〇
〇
年
に
入
り
鈍
化
し
て
い
た
農
家
人
口
の
高

齢
化
比
率
（
表
３
）
は
再
び
上
昇
傾
向
と
な
り
、
二
〇
二
五
年
に
は
檜
山
、

胆
振
、
後
志
、
上
川
振
興
局
な
ど
で
四
五
％
、
上
川
中
部
で
は
五
〇
％
に
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達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

�

経
営
耕
地
面
積
、一
戸
当
た
り
平

均
経
営
面
積

表
４
に
よ
る
と
、
北
海
道
全
体
で
、
販

売
農
家
の
経
営
耕
地
面
積
は
二
〇
二
五
年

に
は
、
二
〇
一
〇
年
対
比
八
％
減
の
八
五

・
九
万
ha
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、
田
は
同
じ
く
十
一
％
に
あ
た
る
二
・

三
万
ha
の
減
少
、
畑
は
八
％
に
あ
た
る
五

・
六
万
ha
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

販
売
農
家
一
戸
当
た
り
平
均
経
営
面
積

（
表
５
）
は
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
二

五
年
に
か
け
て
二
一
・
四
ha
か
ら
三
二
・

九
ha
と
一
・
五
倍
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
た

が
、
そ
の
う
ち
畑
作
中
核
地
帯
、
酪
農
中

核
地
帯
で
の
一
・
二
〜
一
・
四
倍
に
比
べ
、

水
田
作
地
帯
の
方
が
一
・
七
〜
一
・
八
倍

と
そ
の
拡
大
程
度
は
大
き
な
も
の
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
水
田
地
帯
で
は
、

二
〇
一
〇
年
の
六
〜
一
〇
ha
か
ら
二
〇
二

表１ 販売農家戸数の推移（予測値） （単位：戸）

２０１０年を基準とした指数
２０２５年
６０
５１
５２
４８
５３
６６
６２
６３
６０
５４
７２
６５
７０
７８
６６

資料：平成２４年度北海道地域農業研究所北農５連委託調査研究；道立総合研究機構中央農業試験場生
産研究部生産システムG「農林業センサスを用いた北海道農業・農村の動向予測」（２０１３）から
抜粋引用。

２０２０年
６９
６３
６４
６２
６３
７４
７１
７１
６９
６５
７８
７３
７６
８２
７３

２０１５年
８３
８０
８０
７８
７９
８５
８４
８５
８３
７９
８８
８５
８７
８９
８６

２０１０年
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００

販売農家戸数（予測値）
２０２５年
２６，１２８
４，０１５
４，０００
１，３７１
５１４

１，２０２
１，２８３
１，７４１
１，１９７
７１６

４，３０７
３，２２０
９３４

１，１５４
４７４

２０１０年
４３，７４９
７，８３６
７，６４２
２，８５５
９６５

１，８３２
２，０７２
２，７６３
２，０１２
１，３３０
５，９７８
４，９２４
１，３４１
１，４７９
７２０

北海道
上 川
空 知
石 狩
留 萌
日 高
胆 振
後 志
渡 島
檜 山
十 勝

オホーツク
釧 路
根 室
宗 谷

表２ 販売農家人口の推移（予測値） （単位：人）

２０１０年を基準とした指数
２０２５年
５４
４５
４６
４４
４５
５４
５０
５４
５１
４８
６８
５９
６０
７２
５７

資料：表１に同じ

２０２０年
６５
５８
５８
５９
５６
６５
６１
６５
６２
６０
７５
６９
６９
７８
６７

２０１５年
８０
７７
７７
７６
７５
８０
７８
８１
７９
７６
８７
８２
８３
８７
８２

２０１０年
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００

販売農家人口（予測値）
２０２５年
９２，２１９
１２，５０５
１３，２５８
４，６７８
１，５６９
３，６４９
３，６００
５，２３８
３，８６７
２，２０１
１８，６２１
１３，０１８
３，４２２
４，９１５
１，６７８

２０１０年
１７１，７７４
２７，９６２
２９，０００
１０，５１５
３，４６９
６，７６４
７，２３９
９，６８８
７，５４７
４，５６４
２７，５６６
２１，９８７
５，７０２
６，８３１
２，９４０

北海道
上 川
空 知
石 狩
留 萌
日 高
胆 振
後 志
渡 島
檜 山
十 勝

オホーツク
釧 路
根 室
宗 谷
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表３ 販売農家の高齢者比率の推移（予測値） （単位：％）

販売農家の高齢者比率（予測値）

２０２５年

３８．３

４５．３

４４．０

５０．１

３７．３

４０．９

３９．４

４３．１

４０．６

３７．６

４３．７

４３．７

４７．０

４５．３

４４．４

４８．８

３２．０

３４．０

３３．５

２６．０

３３．２

注）高齢者：６５歳以上
資料：表１に同じ

２０２０年

３５．０

４２．２

３８．７

４８．１

３４．７

３７．６

３７．５

４１．７

３５．８

３７．７

３８．９

３８．６

４２．９

４０．９

３８．９

４４．４

２８．７

３０．０

２８．３

２２．１

２５．４

２０１５年

３２．２

３８．２

３５．８

４２．７

３２．２

３４．６

３３．９

３９．３

３２．７

３５．７

３６．１

３３．２

３９．３

３６．４

３５．５

３７．９

２７．３

２７．５

２５．１

２０．０

２１．７

２０１０年

３２．０

３５．９

３４．７

３９．０

３０．８

３３．１

３２．７

３７．５

３１．４

３５．７

３５．７

３１．５

３７．２

３４．８

３４．５

３６．６

２８．０

２８．４

２７．３

２３．２

２４．０

北海道

上 川

上川北部

上川中部

富良野

空 知

北空知

中空知

南空知

石 狩

留 萌

日 高

胆 振

後 志

渡 島

檜 山

十 勝

オホーツク

釧 路

根 室

宗 谷

表４ 販売農家の経営耕地面積の推移（予測値） （単位：ha）

２０１０年を基準とした指数

２０２５年

９２

８９

９１

８８

９０

８４

８９

８７

８７

９６

９５

９３

９１

９３

９２

資料：表１に同じ

２０２０年

９４

９２

９４

９２

９３

８９

９２

９１

９１

９７

９７

９５

９４

９５

９４

２０１５年

９７

９６

９７

９６

９６

９４

９６

９５

９５

９８

９８

９７

９７

９８

９７

２０１０年

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

経営耕地面積（予測値）

２０２５年

８５９，１３４

９４，２３２

８８，９５２

３０，０８２

２０，３６２

２２，２８０

２１，７３６

２３，０４６

１４，８９８

１４，４９７

１９９，３７４

１２７，８８９

６５，７４９

９２，９７２

４３，０６５

２０１０年

９３６，５０３

１０６，３０９

９７，５７６

３４，２２４

２２，６９２

２６，５０２

２４，４６６

２６，３９４

１７，２０２

１５，１７１

２０８，８７９

１３７，８９６

７２，０８０

１００，０６４

４７，０４８

北海道

上 川

空 知

石 狩

留 萌

日 高

胆 振

後 志

渡 島

檜 山

十 勝

オホーツク

釧 路

根 室

宗 谷
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五
年
に
は
一
〇
〜
二

〇
ha
の
規
模
と
な
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
、

南
北
空
知
で
は
二
五

ha
前
後
と
な
る
市
町

村
も
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。

道
立
総
合
研
究
機

構
中
央
農
業
試
験
場

に
よ
れ
ば
、
以
上
の

よ
う
に
「
北
海
道
で

は
、
今
後
と
も
、
農

家
戸
数
が
減
少
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、
食
料
自
給
力

の
維
持
・
向
上
を
目

指
す
立
場
か
ら
は
、

大
規
模
経
営
を
育
成

す
る
こ
と
で
、
北
海

道
の
農
地
資
源
を
維

持
す
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、（
地
元
の
）
農
業
・
農
村
の
動
向
予
測
な
ど

を
お
こ
な
い
、
目
標
と
す
べ
き
経
営
耕
地
規
模
を
想
定
し
た
う
え
で
、
農

業
施
策
策
定
や
技
術
開
発
に
あ
た
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

３
�
地
域
条
件
を
生
か
す
糸
口

�

規
模
拡
大
条
件
は
あ
る
が
多
様
な
経
営
展
開
に
つ
い
て
調
査

が
必
要

以
上
の
よ
う
に
、
今
後
は
農
家
戸
数
が
減
少
し
、
二
〇
二
五
年
に
は
平

均
耕
地
面
積
が
全
体
的
に
一
・
五
倍
、
水
田
地
帯
で
は
そ
れ
よ
り
も
大
き

く
一
・
七
〜
一
・
八
倍
に
拡
大
す
る
と
推
定
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
地
域
全

体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
地
帯
で
、
ど
の
よ
う
に
農
地
流
動
化
が
展
開
す
る

か
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
に
そ
の
動
向
を
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
全
体
的
に
大
規
模
化
が
進
展
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
経
営
条
件
あ
る
い
は
経
営
者
の
考
え
方
か
ら
多
様
な
経
営
形
態
が
展

開
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
、
今
後
の
経
営
展
開
に
つ
い
て
の
意
向
調
査
が

必
要
と
な
る
。

�

担
い
手
確
保
に
お
い
て
農
業
所
得
確
保
へ
の
多
様
な
道
筋
を

示
す
こ
と
が
肝
要

担
い
手
確
保
条
件
を
端
的
に
示
す
な
ら
ば
、
何
と
い
っ
て
も
「
収
益
的

表５ 販売農家の一戸当たり平均経営面積の推移（予測値） （単位：ha）

２０１０年を基準とした指数
２０２５年
１５４
１７３
１７４
１８３
１６９
１２８
１４３
１３９
１４６
１７７
１３２
１４２
１３１
１１９
１３９

資料：表１に同じ

２０２０年
１３６
１４６
１４７
１４８
１４８
１２０
１３０
１２６
１３２
１４９
１２３
１３０
１２３
１１６
１２９

２０１５年
１１７
１２０
１２１
１２３
１２２
１１１
１１４
１１２
１１５
１２５
１１１
１１５
１１２
１０９
１１３

２０１０年
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００

１戸当たり経営面積（予測値）
２０２５年
３２．９
２３．５
２２．２
２１．９
３９．６
１８．５
１６．９
１３．２
１２．４
２０．２
４６．３
３９．７
７０．４
８０．５
９０．９

２０１０年
２１．４
１３．６
１２．８
１２．０
２３．５
１４．５
１１．８
９．６
８．５
１１．４
３４．９
２８．０
５３．８
６７．７
６５．３

北海道
上 川
空 知
石 狩
留 萌
日 高
胆 振
後 志
渡 島
檜 山
十 勝

オホーツク
釧 路
根 室
宗 谷
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な
農
業
経
営
」「
農
業
所
得
の
確
保
」「
努
力
や
資
本
投
下
に
対
す
る
合
理

的
な
報
酬
確
保
」
な
ど
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
大
規
模
で
な
く
て
も
収

益
的
な
経
営
展
開
内
容
を
模
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、「
規
模
拡

大
経
営
モ
デ
ル
」
と
「
集
約
的
複
合
経
営
モ
デ
ル
」
の
二
通
り
の
経
営
モ

デ
ル
を
含
め
た
、
地
元
で
展
開
可
能
な
経
営
モ
デ
ル
を
多
様
に
提
示
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

�

稲
作
プ
ラ
ス
野
菜
果
樹
作
な
ど
経
営
モ
デ
ル
は
複
合
化
を
基

本
に
据
え
る

既
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
道
内
で
も
稲
作
地
帯
で
の
農
業
構
造
は
、
二

〇
二
五
年
に
は
農
家
戸
数
の
激
減
、
さ
ら
な
る
高
齢
化
、
全
道
平
均
で
一

〇
〜
二
〇
ha
の
規
模
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
南
北
空
知
で
は
二
五
ha

前
後
と
な
る
市
町
村
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
調
整
率
が
低
い
地

域
で
は
水
稲
作
付
面
積
が
二
〇
ha
を
超
え
る
こ
と
も
生
じ
う
る
と
み
ら
れ

た
。近

年
、
北
海
道
米
は
高
い
評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
一
定
の
作
付

拡
大
の
意
義
は
大
き
い
と
い
え
る
が
、
昨
今
の
低
米
価
水
準
で
は
そ
れ
な

り
の
報
酬
を
う
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
開
拓
以
来
の
経
歴
を
誇
る
北
海

道
稲
作
で
あ
っ
て
も
、
稲
単
作
か
ら
脱
し
て
収
益
作
目
と
の
複
合
化
に
よ

る
転
換
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
稲
単
作
農
業
の
展
開

条
件
は
も
は
や
回
復
し
難
い
と
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
複
合
化

に
あ
た
っ
て
は
、
土
地
利
用
、
労
働
力
利
用
な
ど
に
お
け
る
有
機
的
な
結

合
を
十
分
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。

�

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
形
成
・
維
持
発
展
を
図
る
に
は
優
れ
た
営

農
技
術
指
導
が
不
可
欠
で
あ
る

平
成
二
六
年
度
（
第
五
五
回
）
の
我
孫
子
賞
に
は
、
共
和
町
農
業
開
発

セ
ン
タ
ー
技
術
指
導
員
で
あ
る
高
橋
敏
幸
氏
と
帯
広
市
川
西
農
協
理
事
の

泉
吉
廣
氏
の
お
二
人
が
受
賞
さ
れ
た
。
高
橋
氏
は
「
ら
い
で
ん
西
瓜
お
よ

び
ら
い
で
ん
メ
ロ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
育
成
等
の
営
農
技
術
指
導
に
尽
力
」
さ

れ
て
き
た
こ
と
、
泉
氏
は
「
ば
れ
い
し
ょ
、
に
ん
じ
ん
及
び
緑
肥
作
物
な

ど
に
よ
る
有
機
農
業
の
取
り
組
み
や
地
域
の
担
い
手
育
成
に
貢
献
」
さ
れ

て
き
た
こ
と
が
表
彰
の
理
由
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
共
和
町
を
例
に
と
れ
ば
、
高
橋
氏
の
指
導
の
下
、
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
も
た
ら
さ
れ
た
高
付
加
価
値
の
「
ら
い
で

ん
ブ
ラ
ン
ド
」
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
小
規
模
経
営
が
多
い
共
和
町

で
も
以
下
の
よ
う
な
生
産
組
合
の
存
在
に
よ
っ
て
、
多
様
な
複
合
経
営
が

成
立
し
て
き
て
い
る
。
か
つ
て
「
ひ
と
つ
の
部
門
で
一
億
円
の
売
り
上
げ

が
達
成
で
き
れ
ば
、
産
地
と
し
て
成
功
と
い
っ
て
よ
い
」
と
い
わ
れ
た
が
、

共
和
町
の
こ
の
よ
う
な
ブ
ラ
ン
ド
内
容
は
、
他
の
地
域
か
ら
み
る
と
た
い

へ
ん
羨
ま
し
い
財
産
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
特
産
物
な
ど
地
元
農
業
に
関
す
る
専
門
家
や
営
農
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技
術
指
導
者
の
存
在
は
貴
重
な
財

産
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
有
用
な

人
材
を
確
保
す
る
こ
と
が
た
い
へ

ん
重
要
で
あ
る
。

�

新
商
品
開
発
・
販
売
の

た
め
の
技
術
革
新

複
合
的
経
営
組
織
化
に
お
い
て
、

さ
ら
な
る
付
加
価
値
を
高
め
、
あ

る
い
は
評
価
を
得
よ
う
と
す
る
な

ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
生
産

し
て
売
る
だ
け
で
は
な
く
、
何
ら

か
の
加
工
を
施
し
て
新
商
品
の
開

発
を
試
み
て
、
新
し
い
顧
客
を
掘

り
起
こ
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
ア
ウ
ト

型
か
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
型
へ

の
進
出
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ま
で
に
も
生
産
過
程
に
お
け
る
技
術
革
新
は
「
プ
ロ

セ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
わ
れ
、
例
え
ば
省
力
の
た
め
の
大
型
機

械
化
施
設
化
、
あ
る
い
は
最
近
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
開
発
な
ど
と
し
て

な
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ら
に
加
え
て
生
産
さ
れ
た
も
の
に

加
工
を
加
え
て
新
商
品
を
提
供
す
る
と
い
う
「
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て
も
、
六
次
産
業
化
と
し
て
農
業
に
お
い
て
も
推
奨
さ

れ
て
き
て
い
る
。

�

家
族
経
営
に
よ
る
六
次
産
業
化
の
実
現

平
成
二
六
年
二
月
末
現
在
、
北
海
道
に
お
け
る
六
次
産
業
化
総
合
化
事

業
計
画
で
認
定
さ
れ
た
件
数
は
丁
度
一
〇
〇
件
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、

大
手
の
法
人
と
は
異
な
っ
て
個
別
経
営
展
開
の
延
長
上
で
、
家
族
労
働
力

あ
る
い
は
地
域
の
有
志
で
有
限
会
社
化
を
図
る
な
ど
、
単
品
な
が
ら
良
質

を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
い
く
ぶ
ん
マ
イ
ペ
ー
ス
で
は
あ
る
が
、
消
費
者
に

直
接
働
き
か
け
て
い
く
と
い
う
動
き
も
み
て
と
れ
る
。

そ
れ
ら
家
族
的
経
営
の
特
徴
を
み
る
と
、
経
営
の
歩
み
と
し
て
共
通
的

に
循
環
型
農
業
を
心
が
け
て
き
て
お
り
、
結
果
的
に
有
機
農
産
物
、
エ
コ

フ
ァ
ー
ム
な
ど
を
売
り
物
に
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
事
業
者
の
プ
ロ
フ
ィ

ル
と
し
て
、
新
規
参
入
者
で
も
既
存
農
家
の
後
継
者
で
も
、
若
い
こ
ろ
か

ら
幅
広
い
知
己
や
視
野
・
知
識
な
ど
を
得
て
き
て
い
る
と
い
う
共
通
項
を

も
つ
こ
と
が
分
か
っ
た
。
さ
ら
に
規
模
拡
大
・
事
業
化
・
法
人
化
な
ど
で

苦
心
す
る
点
は
、
労
働
力
確
保
と
労
働
の
周
年
的
稼
働
方
向
の
工
夫
、
設

備
投
資
な
ど
へ
の
資
金
調
達
、
煩
雑
な
会
計
業
務
な
ど
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
は
Ｊ
Ａ
や
行
政
な
ど
関
係
機
関
の
支
援
体
制
が
必
要
で
あ
る
を
示
し
て

「らいでん」ブランド：３７億円（H２５）の内訳；

らいでんメロン生産組合（１７８戸：２７１ha）：２０億５千６百万円

らいでん米麦生産組合（３２７戸：１，６６８ha）

らいでんスイカ生産組合（８４戸：大玉１１５ha、小玉スイートキッズ５ha）

らいでんマダーボール（１９戸：７ha）

らいでん馬鈴薯生産組合（１３０戸：２８０ha）

らいでんスイートコーン生産組合（１１５戸：１１５ha）

らいでん南瓜生産組合（５０戸：２０ha）
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い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
農
業
に
お
け
る
六
次
産
業
化
は
、
政
策
に
よ
る
推
進

の
趣
旨
は
お
い
て
、
自
分
自
身
が
創
意
工
夫
し
て
形
作
れ
る
も
の
で
あ
り
、

積
極
的
に
活
用
す
る
形
で
参
入
を
図
っ
て
み
る
価
値
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
事
業
計
画
が
認
定
さ
れ
た
一
〇
〇
件
の
う
ち
過
半
は
家
族
経
営
を
基

本
形
と
す
る
農
業
経
営
体
で
あ
り
、
北
海
道
の
大
多
数
の
農
家
に
と
っ
て

も
十
分
参
考
に
な
る
モ
デ
ル
と
い
え
る
。

４
�
農
協
な
ど
関
係
機
関
の
役
割

さ
て
、
先
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所
が
北
農
五
連

か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
た
「
組
合
員
に
よ
る
組
合
員
経
営
お
よ

び
Ｊ
Ａ
事
業
・
運
営
に
関
す
る
意
向
調
査
」
は
、
全
道
の
農
協
組
合
員
一

・
五
万
人
以
上
か
ら
の
回
答
を
得
た
が
（
回
収
率
三
六
％
）、
そ
れ
に
よ

る
と
、
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
・
支
援
事
業
に
と
く
に
求
め
る
こ
と
（
二
つ
選

択
）
に
つ
い
て
は
、「
経
営
改
善
指
導
・
支
援
（
経
営
分
析
、
農
業
税
務
、

法
人
経
営
対
応
な
ど
）
が
二
七
・
八
％
と
、
二
位
以
下
の
「
技
術
改
善
指

導
・
支
援
」「
労
働
力
不
足
対
策
（
雇
用
労
働
力
確
保
）」「
農
用
地
の
利
用

調
整
」「
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」「
農
業
機
械
の
有
効
活
用
対
策
」
な
ど

の
項
目
を
抜
い
て
（
こ
れ
ら
も
極
め
て
重
要
課
題
で
あ
る
が
）、
第
一
位

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
が
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
事
業
と
し
て
、「
六
次
産
業

化
」
が
北
海
道
全
体
と
し
て
三
二
・
七
％
と
、「
生
活
・
福
祉
関
連
」「
農

畜
産
物
輸
出
」「
非
農
業
関
連
事
業
」
の
項
目
を
抜
い
て
、
ダ
ン
ト
ツ
第

一
位
に
上
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
今
後
ま
す
ま
す
農
協
や
行
政
の
支
援
体
制
が
切
に
望
ま
れ

て
お
り
、
例
え
ば
、
コ
ス
ト
管
理
を
始
め
と
す
る
経
営
管
理
の
指
導
・
支

援
体
制
の
確
立
、
地
域
の
協
同
化
、
法
人
化
、
春
か
ら
秋
ま
で
多
様
に
展

開
す
る
農
作
業
に
関
わ
る
労
働
力
確
保
と
労
働
力
配
置
、
多
様
な
経
営
形

態
を
視
野
に
入
れ
た
地
帯
ご
と
の
土
地
流
動
化
の
把
握
と
土
地
利
用
計
画
、

あ
る
い
は
地
域
の
六
次
産
業
化
へ
の
支
援
と
、
中
央
の
農
政
を
俟
つ
ま
で

も
な
く
、
地
元
の
関
係
機
関
の
指
導
や
果
た
す
べ
き
役
割
は
き
わ
め
て
大

き
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

今
後
の
農
業
展
開
は
ま
す
ま
す
多
様
化
し
た
も
の
に
な
る
と
み
ら
れ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
多
様
な
農
業
経
営
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
、
地
域
と
し

て
ま
と
め
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
農
協
以
外
に
は
な
し
え
な
く
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
必
要
と
さ
れ
て
い
く
も
の
と
い
え
る
。
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は
じ
め
ま
し
て
！
十
勝
清
水
町
で
畑
作
農
家

を
し
て
お
り
ま
す
上
谷
明
美
と
申
し
ま
す
。

平
凡
な
農
家
の
嫁
の
私
が
縁
あ
っ
て
こ
の
よ

う
な
文
章
を
書
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
小
さ
い
頃
か
ら
勉
強
が
嫌
い
で
今
さ
ら

文
章
を
書
こ
う
に
も
句
読
点
の
使
い
方
に
も
苦

労
す
る
レ
ベ
ル
で
す
。

「
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
身
近
な
事
に
つ

い
て
書
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
皆
さ

ん
お
付
き
合
い
く
だ
さ
い
。

◆

今
の
十
勝

三
月
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
今
年
の
十
勝
に
は

積
雪
が
多
い
で
す
。
先
週
は
ビ
ー
ト
の
ポ
ッ
ト

入
れ
、
に
ん
に
く
畑
の
融
雪
な
ど
春
の
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。
冬
眠
で
お
腹
の
周
り
に
つ
い

た
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ベ
ル
ト
が
作
業
に
支
障
を
き

た
し
ま
し
た
が
久
し
ぶ
り
の
外
の
空
気
に
心
が

わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

ビ
ー
ト
の
芽
が
出
る
と
四
月
下
旬
の
移
植
に

む
け
て
水
や
り
と
温
度
管
理
の
毎
日
で
す
。

小
麦
畑
も
雪
解
け
が
進
み
、
も
う
少
し
で
畑
一

面
が
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
で
お
お
わ
れ
ま
す
。

春
が
き
た
！
今
年
も
が
ん
ば
る
ぞ
！

◆

さ
て
さ
て

農
家
、
三
人
の
子
の
母
親
と
い
う
立
場
で
の

私
が
今
、
一
番
に
考
え
る
こ
と
は
（
食
に
つ
い

て
）
で
す
。
昨
今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
異
物
混
入
に
よ

十勝清水町から
清水町担い手支援アドバイザー

上 谷 明 美

essay
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る
商
品
回
収
な
ど
食
に
ま
つ
わ
る
問
題
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
人
口
増
加
に
伴
い
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
大
豆
や
牛

肉
な
ど
の
輸
入
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

で
は
今
ま
で
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
分
ま
で

中
国
向
け
に
な
り
、
輸
入
に
頼
り
す
ぎ
て
い
た

私
た
ち
は
い
つ
か
食
べ
る
も
の
に
困
る
の
で
は

…
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
今
、
日
本
人
は
食
べ

物
の
事
、
食
べ
る
事
を
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
食
に
ま
つ
わ
る
私
の
思
い
を

書
い
て
い
き
ま
す
。

◆

鍋
が
嫌
い
�

私
は
宴
会
で
の
鍋
が
嫌
い
だ
。
鍋
料
理
は
大

好
き
な
の
だ
が
宴
会
で
遠
慮
し
な
が
ら
食
べ
る

鍋
は
こ
の
世
か
ら
消
え
て
も
良
い
と
思
っ
て
い

る
。帰

り
際
に

煮
込
ま
れ
て
ぐ
っ
た
り
し
た
鍋

の
中
身
を
み
る
と
悲
し
く
な
る
。

二
時
間
前
に
は
大
皿
の
上
で
「
今
日
の
鍋
の

主
役
よ
…
」
と
輝
い
て
い
た
牡
蠣
や
海
老
が
う

ま
み
成
分
を
放
出
し
、
や
せ
細
り
、
白
滝
や
白

菜
に
か
ら
ま
れ
な
が
ら
鍋
の
す
み
っ
こ
に
埋
も

れ
て
い
る
。

二
〜
三
個
し
か
な
い
具
材
は
最
初
に
気
の
き

い
た
人
が
ポ
ン
ポ
ン
と
取
り
分
け
て
し
ま
え
ば

よ
い
の
だ
が
、
自
分
で
取
る
と
遠
慮
合
戦
の
末
、

誰
に
も
食
べ
ら
れ
な
い
と
い
う
悲
惨
な
結
末
に

な
っ
て
し
ま
う
。

気
の
合
う
仲
間
と
の
宴
会
の
場
合
に
は
、

「
も
っ
た
い
な
い
か
ら
食
べ
ち
ゃ
う
よ
」
と
か

「
み
ん
な
で
食
べ
ち
ゃ
お
う
よ
」
な
ど
、
す
ん

な
り
声
も
出
る
の
だ
が
、
気
心
の
知
れ
な
い
相

手
と
の
宴
会
で
は
大
食
い
の
私
で
も
（
や
た
ら

と
取
り
分
け
て
、
お
せ
っ
か
い
だ
と
思
わ
れ
る

の
も
嫌
だ
し
、
鍋
を
き
れ
い
に
さ
ら
え
て
大
食

い
と
思
わ
れ
る
の
も
ち
ょ
っ
と
…
）
と
遠
慮
し

て
し
ま
い
冒
頭
の
よ
う
に
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
悲

し
い
結
末
を
む
か
え
た
鍋
の
中
身
に
あ
や
ま
り

つ
つ
店
を
出
る
は
め
に
な
る
。

◆

好
き
嫌
い

遠
慮
し
て
残
さ
れ
る
の
も
悲
し
い
の
だ
が

上 谷 明 美（かみや あけみ）さん

農業（十勝清水町）

昭和４３年生まれ 福島県出身

１４年前、憧れの北海道に嫁ぐべく婚活。

見事に射止めた（？）夫と夫の両親と子供３人の７人家族で小麦、

ビート、小豆、金時豆、かぼちゃ、にんにく、スイートコーンな

ど３６ha を耕作しています。

趣味：刈払い機での草刈り…ホームセンターに行くと刈払い機が

気になって仕方がありません。
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最
近
は
大
人
で
も
好
き
嫌
い
が
多
す

ぎ
て
食
べ
残
し
が
増
え
て
い
る
事
に

驚
く
。
私
よ
り
だ
い
ぶ
年
上
の
人
が

恥
ず
か
し
が
り
も
せ
ず
に
「
あ
れ
も

嫌
い
、
こ
れ
も
食
べ
ら
れ
な
い
」
と

言
っ
て
食
べ
残
し
を
し
て
い
る
の
を

見
る
と
「
あ
ぁ
日
本
は
豊
か
な
の
だ

な
」
と
思
う
反
面
「
大
人
な
の
だ
か

ら
我
慢
し
て
綺
麗
に
食
べ
な
さ
い

よ
」
と
思
う
。
食
育
が
必
要
な
の
は

大
人
な
の
だ
が
、
今
更
、
効
果
が
な

い
の
で
子
供
に
食
育
を
す
る
の
だ
と
以
前
、
栄

養
士
さ
ん
に
聞
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

せ
め
て
わ
が
子
は
好
き
嫌
い
の
な
い
よ
う
に

育
て
た
い
…
と
努
力
は
す
る
も
の
の

長
女
は

豚
肉
が
苦
手
だ
し

次
女
も
（
ち
ま
ち
ま
）
と

苦
手
な
も
の
を
私
の
皿
に
載
せ
て
く
る
。

唯
一
、
私
の
願
い
が
叶
い
末
っ
子
の
長
男
だ

け
は

好
き
嫌
い
な
く
食
事
を
楽
し
ん
で
く
れ

る
の
で
頼
も
し
い
。
朝
は
起
き
る
と
す
ぐ
に

「
今
日
は
卵
か
け
ご
飯
を
食
べ
る
」
と
台
所
に

立
つ
。
小
学
二
年
生
に
し
て
は
手
さ
ば
き
良
く

卵
を
割
り
、
ど
ん
ぶ
り

い
っ
ぱ
い
の
卵
か
け
ご

飯
を
つ
く
る
。
最
近
は

（
エ
ア
リ
ー
卵
か
け
ご

は
ん
）
と
い
う
白
身
を

先
に
混
ぜ
て
か
ら
黄
身

を
い
れ
る

フ
ワ
ッ
と

し
た
卵
か
け
ご
飯
に
は

ま
つ
て
い
る
。
口
い
っ

ぱ
い
に
ご
は
ん
を
頬
張

り
「
う
ん
め
ぇ
〜
」
と

雄
叫
び
を
あ
げ
る
息
子
を
見
る
と
私
も
幸
せ
な

気
持
ち
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
給
食
も
楽
し
み
に
し
て
い
て
、
毎

日
「
今
日
は
あ
れ
が
お
い
し
か
っ
た
」
と
か

「
お
か
わ
り
を
し
た
」
と
か
報
告
し
て
く
れ
る
。

人
気
の
メ
ニ
ュ
ー
は
お
か
わ
り
の
希
望
者
が
多

い
の
で
（
じ
ゃ
ん
け
ん
）
に
勝
て
ば
お
か
わ
り

が
で
き
る
ら
し
い
の
だ
が
（
食
い
意
地
の
神

様
）
が
息
子
に
微
笑
む
ら
し
く
、
か
な
り
の
確

率
で
お
か
わ
り
を
ゲ
ッ
ト
し
て
い
る
よ
う
だ
。

よ
く
よ
く
聞
い
て
み
る
と
ご
飯
も
お
か
ず
も
牛

乳
も
お
か
わ
り
し
て
い
る
よ
う
で
二
人
前
を
た

い
ら
げ
て
い
る
よ
う
だ
。
給
食
費
は
一
人
前
し

か
払
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
息
子
の
成
長
は
ど

こ
か
の
家
庭
に
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
と
思
う

と
参
観
日
な
ど
で
は
誰
か
れ
構
わ
ず
に
お
礼
を

言
い
た
く
な
る
。

◆

ス
ー
パ
ー
で

大
人
の
好
き
嫌
い
と
と
も
に
最
近
、
私
が
気

に
な
る
の
は
消
費
期
限
や
賞
味
期
限
で
の
食
品

廃
棄
で
す
。
ス
ー
パ
ー
に
行
く
と
「
二
割
引
」

や
「
半
額
」
の
シ
ー
ル
が
ベ
タ
ベ
タ
と
重
ね
張

り
さ
れ
た
食
品
た
ち
が
（
買
っ
て
〜
捨
て
ら
れ

ち
ゃ
う
よ
〜
）
と
私
に
訴
え
か
け
て
い
る
よ
う

で
あ
っ
と
い
う
間
に
買
い
物
カ
ゴ
が
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

消
費
期
限
は
品
質
に
変
化
が
で
る
の
で
仕
方

が
な
い
と
し
て
も
賞
味
期
限
は
あ
く
ま
で
も
美

味
し
く
食
べ
ら
れ
る
目
安
な
の
で
そ
の
日
を
過

ぎ
た
ら
食
べ
ら
れ
な
く
な
る
わ
け
で
も
な
い
。

私
は
賞
味
期
限
が
切
れ
た
も
の
を
食
べ
て
も

お
腹
も
こ
わ
さ
な
い
し
具
合
が
悪
く
な
っ
た
こ
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と
も
な
い
。
昔
は
食
べ
物
の
痛
み
具
合
は
匂
い

を
嗅
ぎ
食
べ
て
み
て
判
断
し
て
い
た
。
四
〇
代

以
上
の
人
は
酸
っ
ぱ
く
な
っ
た
味
噌
汁
や
怪
し

い
匂
い
を
出
し
は
じ
め
た
カ
レ
ー
を
食
べ
た
経

験
が
あ
る
は
ず
で
す
。
日
付
ば
か
り
を
頼
り
に

し
て
判
断
ば
か
り
し
て
い
た
ら
人
間
が
も
っ
て

い
る
体
の
中
の
危
機
管
理
能
力
も
衰
え
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。

毎
日
大
量
の
食
品
が
捨
て
ら
れ
る
と
思
う
と

豊
か
に
な
り
過
ぎ
た
日
本
が
数
年
後
、
数
十
年

後
に
ど
ん
な
し
っ
ぺ
返
し
に
あ
う
の
か
と
不
安

に
な
る
。
未
来
の
日
本
を
案
じ
つ
つ
買
い
物
を

し
て
い
る
と
遠
く
か
ら
大
き
な
声
で
「
お
母
さ

〜
ん
、
こ
っ
ち
に
も
半
額
の
商
品
が
沢
山
あ
る

よ
〜
」
と
わ
が
子
の
声
。

（
ケ
チ
な
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
、
も
っ
た

い
な
い
か
ら
で
す
）
と
心
の
中
で
言
い
訳
し
つ

つ
慌
て
て
わ
が
子
を
黙
ら
せ
た
。

◆

食
べ
物
の
記
憶

私
の
故
郷
は
福
島
県
の
阿
武
隈
山
系
に
囲
ま

れ
た
田
村
市
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
今
の
福
島
は
原
発
事
故
の

影
響
で
大
変
な
苦
労
を
し
て
い
ま
す
。
田
村
市

は
原
発
の
あ
る
大
熊
町
の
隣
な
の
で
市
の
一
部

の
地
域
は
避
難
地
区
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
放

射
能
の
影
響
も
大
き
く
、
米
を
は
じ
め
農
産
物

は
食
べ
る
こ
と
や
売
る
こ
と
が
む
ず
か
し
く

な
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

私
は
小
さ
い
頃
か
ら
沢
山
の
山
の
幸
を
食
べ

て
育
ち
ま
し
た
。
春
は
筍
に
山
菜
、
初
夏
の
梅
、

み
ょ
う
が
に
し
い
た
け
、
秋
に
は
柿
や
ぶ
ど
う

に
り
ん
ご
と
季
節
が
廻
れ
ば
あ
た
り
ま
え
に
食

べ
ら
れ
て
い
た
物
が
今
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

放
射
線
量
を
測
り
数
値
が
低
け
れ
ば
食
べ
る
こ

と
は
で
き
ま
す
が
幼
い
頃
の
よ
う
に
（
お
腹
が

す
い
た
）
と
学
校
帰
り
に
柿
の
実
を
も
い
で
食

べ
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

夕
暮
れ
ま
で
思
い
っ
き
り
遊
ん
で
腹
ペ
コ
の

帰
り
道
、
近
所
の
家
々
か
ら
も
れ
出
す
夕
飯
の

い
い
匂
い
。
と
た
ん
に
お
腹
が
グ
ー
グ
ー
鳴
り

な
が
ら
家
に
つ
い
て
夢
中
で
食
べ
た
温
か
い
ご

飯
の
お
い
し
さ
は
今
で
も
し
っ
か
り
と
思
い
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

醤
油
が
こ
げ
た
香
ば
し
い
匂
い
の
焼
き
お
に

ぎ
り
。
大
き
な
鉄
鍋
い
っ
ぱ
い
の
き
ん
ぴ
ら
ご

ぼ
う
。
具
沢
山
の
豚
汁
。
母
や
祖
母
が
せ
っ
せ

と
作
っ
て
く
れ
た
食
べ
物
の
記
憶
は
何
十
年

た
っ
て
も
私
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ

る
。
食
べ
る
こ
と
、
食
べ
ら
れ
る
事
の
喜
び
を

日
本
人
は
い
ま
一
度
思
い
出
し
子
孫
に
伝
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆

未

来

へ

夕
方
に
な
る
と
子
供
た
ち
か
ら
の
「
今
日
の

ご
飯
は
な
に
？
」
攻
撃
。
し
つ
こ
い
の
で
い
ら

い
ら
し
な
が
ら
台
所
に
立
つ
の
だ
が
、
夕
食
後

に
空
っ
ぽ
に
な
っ
た
お
皿
と
満
足
そ
う
な
家
族

の
顔
を
み
る
と
明
日
の
ご
飯
は
何
に
し
よ
う
か

…
と
ま
た
元
気
が
湧
い
て
く
る
。

い
つ
か
わ
が
子
も
我
が
家
の
食
卓
を
思
い
出

し
温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
将
来
、
子
供
た
ち
が
食
べ
物
に
困
ら
ぬ

よ
う
に
今
年
も
大
切
に
畑
を
守
っ
て
い
こ
う
と

決
意
を
新
た
に
し
た
。
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一
�
各
協
会
組
織
の
沿
革

北
海
道
馬
鈴
し
ょ
生
産
安
定
基
金
協
会
は
平
成
五
年
に
設
立
さ
れ
、
二

〇
年
を
迎
え
ま
し
た
。

設
立
以
前
の
北
海
道
の
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
は
、
過
剰
な
生
産
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
産
地
か
ら
生
産
安
定
化

対
策
及
び
需
給
調
整
対
策
を
求
め
る
声
が
高
ま
り
、
行
政
、
生
産
者
、
Ｊ

Ａ
、
系
統
団
体
、
澱
粉
製
造
業
者
等
の
理
解
を
得
て
、
社
団
法
人
北
海
道

馬
鈴
し
ょ
生
産
安
定
基
金
協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
〇
年
に
公

益
法
人
改
革
三
法
が
施
行
さ
れ
、
二
六
年
四
月
に
公
益
社
団
法
人
と
し
て

再
発
足
致
し
ま
し
た
。
基
金
協
会
は
北
海
道
、
Ｊ
Ａ
、
各
連
合
会
、
商
系

が
会
員
と
な
り
、
現
在
五
九
会
員
・
十
二
名
の
役
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

一
方
、
北
海
道
澱
粉
工
業
協
会
は
昭
和
四
〇
年
の
設
立
か
ら
、
五
〇
年

を
迎
え
ま
し
た
。
道
内
で
ん
粉
工
場
の
合
理
化
な
ら
び
に
流
通
対
策
を
推

進
し
、
で
ん
粉
事
業
の
振
興
と
農
家
経
営
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
、
で
ん
粉
工
場
を
中
心
に
、
現
在
三
七
会

員
二
一
名
の
役
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

Report

北海道馬鈴しょ生産安定基金協会

及び北海道澱粉工業協会の

取り組みについて

公益社団法人 北海道馬鈴しょ生産安定基金協会

北海道澱粉工業協会

専務理事 三 宅 秀 明
レレ
ポポ
ーー
トト
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二
�
事
業
概
要

公
益
社
団
法
人

北
海
道
馬
鈴
し
ょ
生
産
安
定
基
金
協
会

�
研
究
助
成
事
業
、
�
普
及
啓
発
事
業
、
�
需
給
調
整
事
業
の
三
つ
の

事
業
を
柱
に
取
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

�

研
究
助
成
事
業

馬
鈴
し
ょ
の
安
定
生
産
を
目
的
と
し
た
品
種
改
良
、
病
虫
害
対
策
、
栽

培
技
術
開
発
と
、
で
ん
粉
需
給
に
関
す
る
解
析
に
向
け
て
、
公
募
に
よ
る

助
成
事
業
と
し
て
実
施
し
、
直
面
す
る
課
題
解
決
に
向
け
事
業
展
開
を

図
っ
て
お
り
ま
す
。

二
六
年
度
は
一
五
課
題
（
表
参
照
）
を
取
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

�

普
及
啓
発
事
業

道
内
馬
鈴
し
ょ
及
び
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
の
安
定
的
生
産
及
び
生
産
性
向

上
に
寄
与
す
る
た
め
、
生
産
者
、
Ｊ
Ａ
、
で
ん
粉
工
場
、
関
係
機
関
な
ど

を
対
象
と
し
た
講
習
会
等
を
実
施
し
、
馬
鈴
し
ょ
の
栽
培
技
術
、
新
品
種

開
発
、
流
通
動
向
に
係
わ
る
各
種
情
報
の
普
及
啓
発
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

馬
鈴
し
ょ
講
習
会
は
本
年
で
二
二
回
目
の
開
催
と
な
り
、
馬
鈴
し
ょ
の

安
定
生
産
に
寄
与
す
べ
く
毎
年
一
回
札
幌
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
直

表 平成２６年度 生産流通振興事業課題一覧表

調査研究機関

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構

独立行政法人農研機構
北農研センター

独立行政法人農研機構
北農研センター

独立行政法人農研機構
北農研センター

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構

一般社団法人
北海道地域農業研究所

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構

地方独立行政法人
北海道立総合研究機構

独立行政法人農研機構
北農研センター

株式会社朝日アグリ

課 題 名

１．DNAマーカーなどを利用した馬鈴しょ遺伝資源の特性評価

２．初期世代からの馬鈴しょ疫病抵抗性系統の選抜強化

３．でん粉原料用馬鈴しょにおける低離水率・低リン含量系統の選抜強
化

４．DNAマーカーによる馬鈴しょ耐病虫性品種の開発強化

５．でん粉原料用馬鈴しょにおける多収品種の開発強化

６．でん粉原料用有望育成系統の主産地適応性検定試験

７．でん粉原料用有望系統「北海１０５号」の大規模栽培試験および実規
模でのでん粉製造評価

１．ジャガイモモップトップウィルスの定量評価にもとづく塊茎褐色輪
紋病の発病リスク診断法

２．ジャガイモ粉状そうか病菌の遺伝的多様性と病原性の関係解析

３．馬鈴しょに発生する重要ウィルスの病原性解明と検出技術の実用化

１．でん粉原料用馬鈴しょの収量低減要因解析事業

２．でん粉原料用馬鈴しょ「コナユキ」の安定多収栽培法の開発

３．ばれいしょ新品種「北育２０号」の安定多収栽培法確立と現地実証

４．ジャガイモシストセンチュウ対抗植物の安定栽培法の開発

１．北海道産でん粉需給に関わる調査研究

事業の区分

品種改良に
係る試験

病害虫に
係る試験

栽培技術開発に
係る試験

でん粉需給に
関わる市場調査

試

験

研

究

事

業

調査研究
事業
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近
三
年
は
連
続
し
て
主
産
地
で
あ
る
網
走
と
十
勝
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

�

需
給
調
整
事
業

馬
鈴
し
ょ
及
び
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
の
生
産
見
込
み
を
立
て
て
需
給
調
整

に
関
す
る
調
査
検
討
を
行
い
、
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
の
供
給
量
が
前
年
を
大

幅
に
上
回
っ
て
需
給
に
不
均
衡
が
生
じ
た
場
合
、
均
衡
を
図
る
べ
く
調
整

保
管
事
業
を
取
り
進
め
ま
す
。

二
六
年
産
に
お
き
ま
し
て
は
一
〇
、
〇
〇
〇
ｔ
の
で
ん
粉
の
調
整
保
管

を
実
施
し
て
市
場
よ
り
隔
離
し
、
販
売
体
制
へ
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

北
海
道
澱
粉
工
業
協
会

�
原
料
対
策
事
業
、
�
工
場
対
策
事
業
、
�
需
要
開
発
事
業
の
三
つ
の

事
業
を
柱
に
取
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

会
員
で
ん
粉
工
場
の
後
方
支
援
と
し
て
、
排
水
、
臭
気
対
策
、
工
場
運

営
コ
ス
ト
低
減
、
フ
ー
ド
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
や
製
品
の
品
質
及
び
衛
生
管
理

等
の
指
導
を
主
業
務
と
し
、
会
員
な
ら
び
に
関
係
団
体
、
研
究
機
関
と
連

携
し
、
協
力
を
得
て
事
業
推
進
と
諸
対
策
の
普
及
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

�

原
料
対
策
事
業

で
ん
粉
専
用
品
種
「
ア
ス
タ
ル
テ
」「
プ
レ
バ
レ
ン
ト
」
を
協
会
と
し

でん粉製造工場（士幌澱粉工場）

でん粉精製設備（ビホロ農工連）

でん粉貯蔵サイロ（南十勝農工連）

排水処理設備（小清水澱粉工場）
レレ
ポポ
ーー
トト

－ 20 －



て
導
入
し
、
作
付
面
積
は
現
在
約
一
、
〇
〇
〇
ha
で
、
主
に
オ
ホ
ー
ツ
ク

地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
道
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ

抵
抗
性
品
種
面
積
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
病
害
抵
抗
性
、

高
収
量
を
目
標
と
し
た
で
ん
粉
原
料
専
用
品
種
の
作
出
と
、
併
せ
て
海
外

優
良
品
種
の
探
索
・
導
入
を
図
り
、
種
子
・
製
造
・
製
品
（
加
工
）
の
一

貫
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

工
場
対
策
事
業

系
統
一
〇
工
場
の
問
題
課
題
を
整
理
し
効
率
化
及
び
省
力
化
を
進
め
、

工
場
運
営
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
取
り
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
製
品
や
排
水

の
分
析
管
理
と
排
水
処
理
試
験
も
進
め
、
安
全
性
と
諸
問
題
に
対
し
取
り

進
め
て
お
り
ま
す
。

�

需
要
開
発
事
業

消
費
宣
伝
の
実
施
、
講
習
会
の
実
施
・
参
画
及
び
新
規
需
要
開
発
推
進

を
取
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

三
�
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
の
情
勢

国
内
の
で
ん
粉
の
需
要
量
は
約
二
六
八
万
ｔ
（
平
成
二
三
で
ん
粉
年

度
）
で
約
八
六
％
が
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
で
す
。
国
産
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
の

需
要
は
一
六
万
八
千
ｔ
で
ウ
ェ
イ
ト
は
約
六
％
程
度
で
す
。
そ
の
う
ち
約

十
一
万
ｔ
が
固
有
用
途
（
食
品
用
）
で
す
が
、
冷
凍
・
レ
ト
ル
ト
製
品
は

耐
冷
凍
や
耐
熱
性
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
化
学
的
に
特
性
を
付
加
し
た
化

工
で
ん
粉
の
需
要
が
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
即
席
麺
、
菓
子
、
水

産
・
畜
産
練
製
品
の
分
野
で
も
、
よ
り
安
価
な
タ
ピ
オ
カ
化
工
で
ん
粉
の

需
要
が
拡
大
し
て
お
り
ま
す
（
図
１
参
照
）。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
需
給
環
境
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
こ
こ
数
年
に

渡
っ
た
産
地
と
し
て
の
供
給
量
不
足
で
す
。
平
成
二
一
年
産
か
ら
二
〇
万

ｔ
を
切
り
二
二
年
産
で
一
六
万
八
千
ｔ
迄
減
少
し
た
た
め
調
整
販
売
の
実

施
を
取
り
進
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
馬
鈴
し
ょ

で
ん
粉
使
用
メ
ー
カ
ー
の
輸
入
化
工
で
ん
粉
へ
の
切
替
を
拡
大
す
る
こ
と

と
な
っ
て
し
ま
い
、
供
給
不
安
を
理
由
に
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
の
需
要
は
減

少
を
続
け
、
こ
こ
に
き
て
よ
う
や
く
回
復
の
兆
し
と
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。（
図
２
参
照
）

こ
の
供
給
不
足
、
生
産
量
減
少
に
至
っ
た
要
因
は
、
多
々
あ
り
ま
す
が
、

作
付
面
積
減
少
に
加
え
て
、
天
候
不
順
や
病
害
虫
、
土
壌
問
題
、
ラ
イ
マ

ン
価
の
低
下
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

四
�
今
後
の
取
り
進
め

馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
の
安
定
生
産
・
安
定
供
給
体
制
の
再
構
築
が
急
務
と
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な
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
「
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
の
安
定
供
給

体
制
確
立
に
向
け
た
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動
を
は
じ

め
、
行
政
、
試
験
場
、
関
係
団
体
が
一
体
と
な
り
、
体
制
の

構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

検
討
の
中
で
、
安
定
生
産
・
安
定
供
給
に
は
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
シ
ス

ト
抵
抗
性
品
種
の
早
期
普
及
拡
大
が
急
務
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
で
ん
粉
専
用
品
種
作
付
に
お
け
る
抵
抗
性
品
種
の
割
合

は
現
在
二
〇
％
で
す
が
、
こ
れ
を
平
成
三
四
年
に
は
一
〇
〇

％
に
す
る
目
標
を
設
定
し
て
、
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

北
海
道
馬
鈴
し
ょ
生
産
安
定
基
金
協
会
が
取
り
進
め
る
二

六
年
度
の
研
究
助
成
事
業
の
中
で
も
、
一
五
課
題
の
う
ち
三

課
題
は
抵
抗
性
新
品
種
に
係
わ
る
試
験
研
究
で
あ
り
、
後
続

品
種
の
適
応
性
検
定
試
験
も
取
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
五
年
よ
り
一
般
栽
培
さ
れ
て
お
り
ま
す
「
コ
ナ
ユ

キ
」
の
安
定
多
収
栽
培
に
向
け
て
の
試
験
、
平
成
二
九
年
か

ら
一
般
栽
培
と
な
る
「
コ
ナ
ユ
タ
カ
（
北
育
二
〇
号
）」の
安

定
多
収
栽
培
法
の
確
立
と
現
地
実
証
試
験
、
さ
ら
に
同
年
に

一
般
栽
培
と
な
る
「
コ
ナ
ヒ
メ
（
Ｈ
Ｐ
〇
七
）」の
特
性
試
験

を
二
七
年
度
よ
り
実
施
、
平
成
三
〇
年
よ
り
一
般
栽
培
と
な

る
「
北
海
一
〇
五
号
」
の
大
規
模
栽
培
試
験
及
び
実
規
模
で

図１－１ 国内でん粉供給量の割合

（平成２４でん粉年度）

図２－１ 国内産ばれいしょでん粉（農協系

統）の固有用途の用途別販売数量

図１－２ 国内ばれいしょでん粉（農協系統）の用

途別需要量の割合（平成２５でん粉年度）

図２－２ 国内産ばれいしょでん粉（農協系

統）の用途別販売数量
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の
で
ん
粉
製
造
評
価
を
実
施
し
、
抵
抗
性
品
種
へ
の
早
期
普
及
と
安
定
生

産
に
繋
が
る
よ
う
取
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
病
害
虫
関
係
で
は
シ
ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
国
内
侵
入
が
今

後
の
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
北
海
道
道
立
総
合
研
究

機
構
と
連
携
し
て
、
病
害
抵
抗
性
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
を
利
用
し
た
遺
伝
型

の
調
査
を
進
め
て
お
り
、
遺
伝
資
源
に
お
い
て
各
病
害
虫
抵
抗
性
遺
伝
子

の
有
無
の
実
証
を
行
い
今
後
の
育
種
に
お
け
る
原
資
と
す
べ
く
研
究
も
取

り
進
め
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
年
、
早
期
枯
凋
症
状
が
散
見
さ
れ
て
問
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
調
査
分
析
を（
一
社
）北
海
道
地
域
農
業
研
究
所
と
連
携

し
て
取
り
進
め
、
併
せ
て
土
壌
構
造
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
大
学
と
の
共

同
調
査
の
取
り
進
め
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
澱
粉
工
業
協
会
と
し
て
は
で
ん
粉
工
場
と
し
て
さ
ら
な
る
効
率

化
と
コ
ス
ト
削
減
が
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
各
工
場
と
さ
ら
に
連
携
し
諸

対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
排
水
、
臭
気
対
策
も
永
遠
の
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
排
水
処
理
の
コ
ス
ト
低
減
も
含
め
た
ア
ナ
モ
ッ
ク
ス
細
菌
に
よ
る

窒
素
除
去
試
験
を
取
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
馬
鈴
し
ょ
及
び
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
を
取
り
巻
く
状
況
は
課

題
が
山
積
し
、
解
決
に
時
間
を
要
す
る
も
の
も
多
い
の
で
す
が
、
両
協
会

と
も
に
、
少
し
で
も
馬
鈴
し
ょ
及
び
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
の
安
定
生
産
に
寄

与
す
べ
く
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

シストセンチュウ

抵抗性品種「コナユキ」

「
コ
ナ
ユ
タ
カ
（
北
育
２０
号
）
の
塊
茎

＊
「
コ
ナ
ユ
タ
カ
」の
塊
茎
は
球
型
で
、母
親
の

母
親
で
あ
る
「
ム
サ
マ
ル
」
に
似
て
い
ま
す
。
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剣 淵 町  

１
�
ス
ロ
ー
シ
ネ
マ
（
注
）

「
じ
ん
じ
ん
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

わ
が
マ
チ
の
自
慢
第
五
回
は
、
剣
淵
町
を
取

り
上
げ
、
里
の
風
景
、
絵
本
の
あ
る
町
、
心
の

豊
か
さ
を
大
切
に
し
て
い
る
町
を
テ
ー
マ
に
紹

介
し
ま
す
。

だ
い
ち
や
す
お

俳
優
大
地
康
雄
さ
ん
は
自
身
の
主
演
映
画
の

上
映
会
で
北
海
道
を
訪
れ
た
際
、
剣
淵
町
出
身

の
知
人
に
招
か
れ
、
予
定
外
の
剣
淵
町
を
訪
れ

た
。

－絵本と福祉と農業が
一体となった

文化を創造－

わがマチの自慢 �５載連

【西側から眺めた剣淵町】

【大地康雄さん（�「じんじん」製作委員会）】

連載
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大
地
さ
ん
は
、
農
家
の
人
が
農
作
業
の
合
い

間
に
「
絵
本
の
館
」
で
学
校
帰
り
の
子
供
た
ち

に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
場
面
に
遭

遇
し
、
目
を
輝
か
せ
て
聞
き
入
る
子
供
達
に
酷

く
感
動
し
、「
絵
本
を
通
じ
て
、
人
間
に
必
要

な
優
し
さ
や
思
い
や
り
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
」
と
考
え
た
と
い
う
。

こ
の
映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
は
、
二
〇
一
一
年

三
月
十
一
日
東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
絵
本
が

結
ぶ
人
と
人
と
の
絆
を
表
現
し
よ
う
と
企
画
し

た
も
の
で
あ
り
、「
剣
淵
町
が
絵
本
に
夢
と
希

望
を
託
し
た
よ
う
に
、
人
の
心
の
優
し
さ
と
親

子
の
絆
を
テ
ー
マ
に
、
楽
し
く
、
そ
し
て
切
な

く
心
に
染
み
わ
た
る
映
画
を
日
本
中
に
届
け
た

い
」
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
剣
淵

町
の
実
名
、
剣
淵
町
の
絵
本
の
里
大
賞
、
絵
本

ま
つ
り
、
絵
本
の
館
等
が
そ
の
ま
ま
映
画
の
中

に
使
わ
れ
、
つ
ま
り
、
剣
淵
町
の
現
実
が
あ
り

の
ま
ま
映
画
の
中
に
登
場
し
、
笑
い
と
涙
と
感

動
の
世
界
が
描
か
れ
て
い
る
。
映
画
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
「
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

そ
ん
な

大
切
な
こ
と
を
絵
本
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
」

と
語
る
。

こ
の
企
画
に
賛
同
し
た
映
画
人
、
剣
淵
町
の

協
力
で
平
成
二
四
年
五
月
に
撮
影
が
始
ま
っ
た
。

田
植
や
畑
の
種
ま
き
が
真
っ

盛
り
の
時
期
だ
っ
た
が
、
町

民
が
エ
キ
ス
ト
ラ
出
演
や
炊

き
出
し
な
ど
約
三
ヵ
月
に
わ

た
っ
て
撮
影
を
支
え
た
の
で

あ
る
。
山
田
大
樹
監
督
は

「
町
民
皆
さ
ん
の
優
し
さ
や

豊
か
な
田
畑
、
そ
し
て
満
点

の
星
空
。
剣
淵
町
だ
か
ら
こ

そ
完
成
し
た
映
画
で
し
た
」

と
最
大
級
の
謝
意
を
述
べ
た
。

映
画
が
公
開
さ
れ
た
平
成
二

【撮影風景（�「じんじん」製作委員会）】

【映画「じんじん」ポスター】
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剣
淵
町
は
…

五
年
春
以
降
、
剣
淵
町
へ
の
観
光
客
は
増
加
し
、

平
成
二
五
年
度
に
は
道
の
駅
「
絵
本
の
里
け
ん

ぶ
ち
」
の
来
客
数
が
初
め
て
五
〇
万
人
を
超
え
、

ロ
ケ
地
見
学
者
も
相
次
い
で
い
る
。
ま
た
、
全

国
の
市
町
村
議
会
に
よ
る
視
察
件
数
は
、
映
画

公
開
前
の
平
成
二
四
年
度
は
三
件
だ
っ
た
が
、

二
五
年
度
一
三
件
、
二
六
年
度
は
二
七
件
に
急

増
し
た
。

ス
ロ
ー
シ
ネ
マ
方
式
（
注
）

に
よ
る
全
国
上
映
運

動
は
、
公
開
か
ら
丸
二
年
で
五
〇
〇
ヵ
所
、
観

客
数
二
〇
万
人
に
到
達
す
る
見
込
み
と
の
こ
と
。

な
お
、
こ
の
映
画
は
平
成
二
六
年
五
月
末
に

「
第
１３
回
イ
マ
ジ
ン
・
イ
ン
デ
ィ
ア
国
際
映
画

祭
マ
ド
リ
ー
ド
」（
ス
ペ
イ
ン
）
に
お
い
て
大

地
康
雄
さ
ん
が
最
優
秀
主
演
男
優
賞
を
受
賞
、

九
月
に
は
厚
生
労
働
省
社
会
保
障
審
議
会
推
薦

児
童
福
祉
文
化
財
に
選
ば
れ
た
。

（
注
）
劇
場
公
開
だ
け
に
頼
ら
ず
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
県
・
市
・
町
・
村
な
ど
で
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
数
年
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
と
各
地
の

ホ
ー
ル
や
公
共
施
設
で
地
域
上
映
会
を
行
っ
て

い
く
と
い
う
公
開
方
式
の
映
画
。

剣
淵
町
の
人
口
は
、
昭
和
二
九
年
の
九
、
五

三
〇
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
平
成
一
七
年
一

〇
月
（
国
勢
調
査
）
三
、
九
五
二
人
、
平
成
二

七
年
二
月
一
日
現
在
三
、
三
五
八
人
と
な
っ
て

い
る
。
六
五
歳
以
上
の
住
民
は
約
三
五
・
八
％

を
占
め
、
高
齢
者
の
割
合
が
高
ま
っ
て
き
て
い

る
現
実
が
あ
る
。

剣
淵
町
は
総
面
積
の
約
半
分
を
占
め
る
農
耕

地
（
五
、
七
四
〇
ha
う
ち
田
三
、
二
五
三
ha
、

畑
二
、
四
八
七
ha
）
を
基
盤
と
す
る
農
業
を
基

幹
産
業
と
し
、
総
就
業
人
口
の
約
四
割
が
農
業

に
従
事
し
て
い
る
が
、
年
々
こ
の
割
合
が
減
少

し
て
い
る
。
主
要
な
作
物
は
、
米
、
小
麦
、
豆

類
、
じ
ゃ
が
い
も
な
ど
で
、
特
に
じ
ゃ
が
い
も

は
、
食
用
の
ほ
か
、
町
内
に
あ
る
上
川
北
部
農

協
合
理
化
澱
粉
工
場
で
で
ん
粉
に
精
選
さ
れ
、

ま
た
、
加
工
用
と
し
て
大
手
食
料
品
メ
ー
カ
ー

に
出
荷
さ
れ
て
い
る
。
特
に
平
成
二
五
年
か
ら

「
じ
ゃ
が
い
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

名
産
地
と
な
る
よ
う
町
を
挙
げ
て
振
興
に
努
め

て
い
る
。

剣
淵
町
の
農
業
は
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半
か

ら
昭
和
六
〇
年
代
前
半
ま
で
に
実
施
し
た
大
規

模
な
灌
漑
排
水
事
業
、
土
地
基
盤
整
備
事
業
や

大
型
機
械
の
導
入
に
よ
り
、
経
営
基
盤
の
強
化

が
図
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
米
の
生
産
調
整

を
は
じ
め
、
農
産
物
の
輸
入
自
由
化
な
ど
、
農

業
施
策
の
転
換
や
後
継
者
、
担
い
手
不
足
等
で

【剣淵町を上空から撮る】
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絵
本
の
里
づ
く
り
へ

大
変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
担
い
手
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

工
業
は
、
第
一
次
生
産
品
の
加
工
が
主
流
で

あ
り
、
昭
和
五
八
年
に
は
地
場
産
品
加
工
研
究

セ
ン
タ
ー
と
、
平
成
一
〇
年
に
は
農
産
物
加
工

研
究
施
設
（
食
の
ふ
る
里
館
）
を
建
設
し
、
そ

の
施
設
を
利
用
し
て
地
場
の
農
産
物
を
活
か
し

た
加
工
品
（
ト
マ
ト
・
に
ん
じ
ん
ジ
ュ
ー
ス
、

味
噌
等
）
を
地
元
の
催
し
や
市
場
に
出
荷
し
て

い
る
。

剣
渕
商
工
会
青
年
部
は
昭
和
六
三
年
二
月
に

士
別
市
在
住
の
銅
版
画
家
小
池
暢
子
氏
を
招
き
、

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
開
き
、「
小
さ
な
農
業

の
町
ら
し
い
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん

か
」
と
の
提
言
を
受
け
た
。

同
年
五
月
に
教
育
委
員
会
の
支
援
を
受
け
、

当
時
児
童
図
書
編
集
長
で
あ
っ
た
松
居
友
氏
を

招
き
、「
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
田
園
風
景
に

ど
こ
か
似
て
い
て
、
絵
本
の
持
つ
自
然
や
生
命

を
大
切
に
す
る
心
を
持
っ
た
人
た
ち
が
暮
ら
す

こ
の
ま
ち
に
絵
本
原
画
美
術
館
が
で
き
た
ら
ど

ん
な
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
か
。
そ
う
す
れ
ば
、

絵
本
を
と
お
し
て
世
界
中
の
人
々
と
の
交
流
が

生
ま
れ
る
は
ず
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
貰
い
、

翌
六
月
に
有
志
に
よ
る
「
け
ん
ぶ
ち
絵
本
の
里

を
創
ろ
う
会
」
が
設
立
さ
れ
、
活
動
が
始
っ
た
。

こ
の
活
動
に
町
も
応
え
、
ふ
る
さ
と
創
生
事

業
資
金
の
半
額
を
充
て
る
町
の
計
画
に
対
し
、

農
業
の
苦
境
を
訴
え
る
声
な
ど
の
反
対
意
見
が

あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
創
ろ
う
会
の
努
力

は
次
の
も
の
に
結
実
し
て
い
る
。

�
「
け
ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
大
賞
」の
創
設

前
年
度
一
年
間
（
前
年
四
月
一
日
か
ら
三
月

三
一
日
ま
で
）
に
日
本
国
内
で
出
版
さ
れ
た
絵

本
で
あ
る
こ
と
を
応
募
条
件
と
し
、
平
成
三
年

よ
り
創
設
さ
れ
た
。
募
集
期
間
に
応
募
さ
れ
た

絵
本
の
中
か
ら
、
投
票
期
間
（
八
月
一
日
か
ら

九
月
三
〇
日
ま
で
の
二
ヵ
月
間
）
に
「
絵
本
の

館
」
来
館
者
に
よ
り
、
好
き
な
絵
本
五
点
以
内

を
選
ん
で
も
ら
い
、
一
番
得
票
を
得
た
作
品
が

大
賞
と
な
る
。

こ
の
賞
は
、
専
門
の
作
家
や
知
識
者
の
選
考

で
は
な
く
、
一
般
の
読
者
（
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
）
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
、
ど
こ
に
も
な
い

ユ
ニ
ー
ク
な
絵
本
賞
で
あ
る
。

二
四
年
の
歴
史
を
重
ね
、
広
く
絵
本
作
家
や

絵
本
出
版
社
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
毎

年
約
三
〇
〇
点
の
応
募
作
品
が
「
け
ん
ぶ
ち
絵

【絵本の里大賞の１コマ】
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本
の
館
」
の
所
蔵
作
品
と
な
る
仕
組
み
で
あ
る
。

投
票
期
間
中
は
、
絵
本
の
館
に
所
蔵
す
る
貴

重
な
原
画
や
絵
本
作
家
の
原
画
な
ど
の
展
示
会
、

読
み
聞
か
せ
会
な
ど
を
併
せ
て
開
催
し
て
い
る
。

�

「
け
ん
ぶ
ち
絵
本
ま
つ
り
」

「
け
ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
大
賞
」
を
受
け
て
、

翌
年
二
月
の
第
三
土
曜
日
か
ら
三
月
の
第
三
日

曜
日
ま
で
を
「
け
ん
ぶ
ち
絵
本
ま
つ
り
月
間
」

と
し
て
、
け
ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
大
賞
各
賞
作
品

の
絵
本
原
画
展
、「
け
ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
大
賞

授
賞
式
及
び
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
や
「
受
賞

作
家
に
よ
る
お
話
会
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

特
に
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
受
賞
作
家

に
よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
サ
イ
ン
会
な
ど

も
開
か
れ
、
普
段
接
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
著

名
な
絵
本
作
家
と
の
交
流
が
楽
し
め
る
。

�

絵
本
の
館

昭
和
一
九
年
に
建
造
さ
れ
公
民
館
に
転
用
さ

れ
て
い
た
旧
役
場
庁
舎
を
改
修
し
使
用
し
て
い

た
（
旧
）
絵
本
の
館
が
老
朽
化
し
た
た
め
平
成

一
六
年
に
新
築
さ
れ
た
。

新
・
絵
本
の
館
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
基
に
平
屋
建

て
と
し
、
授
乳
室
や
多
目
的
身
障
者
ト
イ
レ
を

設
け
、
積
雪
寒
冷
地
に
対
応
し
た
無
落
雪
、
深

夜
電
力
利
用
の
蓄
熱
式
床
暖
房
を
採
用
し
、
内

部
の
仕
様
は
木
や
土
壁
の
ぬ
く
も
り
と
優
し
さ

と
暖
か
さ
、
天
井
高
に
よ
る
空
間
の
広
が
り
の

演
出
、
開
放
的
な
窓
か
ら
の
自
然
採
光
の
利
用

な
ど
に
配
慮
し
て
い
る
。

間
取
り
は
、
大
き
な
中
庭
に
面
し
た
通
路
を

周
回
し
な
が
ら
、
好
き
な
絵
本
や
一
般
書
に
出

会
っ
た
り
木
の
遊
具
で
遊
ん
だ
り
、
お
は
な
し

会
や
工
作
教
室
に
参
加
し
た
り
絵
本
原
画
展
や

敷地面積：８，６８４．００�
延床面積：１，７９８．１１�
構 造：鉄筋コンクリート造り、一部鉄骨造り及び木造の平屋建て

費 用：６２２，２９４千円（北海道補助金１００，０００千円あり）

設計費 １８，１６５千円

用地取得費 ６，９５０千円

建築・機械・電気設備費 ５５９，９２８千円

備品・その他 ３７，２５１千円

目ざす機能：ア 絵本の図書館

イ 絵本の美術館

ウ 子供絵本ミュージアム

エ 絵本の里の交流体験施設

オ 地域づくりと産業活性化支援施設

蔵 書 数：一般書、児童書と絵本など６６，４００冊余り

【絵本の館・内庭】
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次
の
世
代
へ

コ
ン
サ
ー
ト
を
鑑
賞
し
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
巡

る
楽
し
み
、
に
ぎ
わ
い
や
出
会
い
を
意
識
し
た

と
の
こ
と
。
軽
食
喫
茶
「
ら
く
が
き
」
や
ロ

ビ
ー
、
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
、
小
上
が
り
な
ど
の
休

憩
ス
ペ
ー
ス
も
随
所
に
配
置
し
て
あ
る
。

屋
外
空
間
は
、
周
囲
の
芝
生
ス
ペ
ー
ス
に
、

安
心
し
て
外
遊
び
も
で
き
る
中
庭
、
青
空
や
夜

空
が
ぐ
っ
と
近
く
な
る
屋
上
の
芝
植
栽
付
き
の

読
書
テ
ラ
ス
な
ど
も
あ
る
。

備
品
類
は
、
旧
館
の
も
の
を
最
大
限
に
利
用

し
、
書
架
配
置
は
可
能
な
限
り
子
供
や
車
い
す

利
用
者
に
配
慮
し
、
貸
し
出
し
用
の
車
椅
子
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
ー
、
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
、
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
、
高
齢
者
対
応
の
読

書
肘
掛
け
イ
ス
、
拡
大
読
書
機
等
を
新
た
に
配

備
し
、
人
に
優
し
い
施
設
を
目
指
し
て
い
る
。

新
・
絵
本
の
館
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
に
基

づ
く
建
物
が
評
価
さ
れ
、
平
成
二
二
年
に
一
般

社
団
法
人
公
共
建
築
協
会
の
公
共
建
築
賞
・
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
。

剣
淵
町
西
原
地
区
に
、
社
会
福
祉
法
人
「
剣

渕
北
斗
会
」
に
よ
る
障
害
者
支
援
施
設
「
剣
渕

西
原
学
園
」、「
剣
渕
北
の
杜
舎
」
が
あ
り
、
両

施
設
一
帯
を
「
西
原
の
里
」
と
呼
び
、
剣
淵
粘

土
を
使
用
し
た
陶
器
づ
く
り
、
農
産
物
づ
く
り

な
ど
、
地
域
の
人
々
と
一
体
と
な
っ
た
活
動
を

進
め
て
い
る
。
こ
の
「
西
原
の
里
」
は
、
絵
本

の
里
づ
く
り
の
重
要
な
推
進
役
を
果
た
し
て
き

た
。
当
初
は
、「
西
原
の
里
」
の
福
祉
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
絵
本
の
里
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
け
ん
ぶ

ち
焼
き
や
、
さ
を
り
織
り
の
絵
本
の
里
体
験
メ

ニ
ュ
ー
、
絵
本
の
里
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
西
原

の
里
芸
術
展
な
ど
の
事
業
に
関
わ
り
、
そ
の
他

に
「
け
ん
ぶ
ち
絵
本
の
里
ク
リ
ス
マ
ス
ゆ
う

パ
ッ
ク
（
絵
本
）」を
平
成
七
年
か
ら
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
だ
（
平
成
一
九
年
頃
終
了
）。
絵

本
の
館
内
の
「
喫
茶
・
ら
く
が
き
」
は
障
が
い

者
の
自
立
と
社
会
参
加
の
場
と
し
て
西
原
の
里

が
運
営
を
担
っ
て
い
る
。

絵
本
の
里
ら
し
い
自
然
や
人
に
優
し
い
農
業

を
実
践
し
、
安
全
な
農
産
物
を
消
費
者
に
届
け

よ
う
と
、
ま
ち
の
農
業
者
が
無
農
薬
・
低
農
薬

（
有
機
栽
培
）
の
生
産
者
団
体
「
剣
淵
・
生
命

を
育
て
る
大
地
の
会
」
を
平
成
二
年
二
月
に
結

成
し
、
全
国
の
農
業
者
、
消
費
者
と
の
交
流
を

進
め
て
い
る
。
絵
本
作
家
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

ポ
ス
タ
ー
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
成
し
、
安
心
で

真
心
を
込
め
た
、
付
加
価
値
の
高
い
じ
ゃ
が
い

も
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
を
全
国
に
販
路
を
拡
大
し

て
い
る
。「
絵
本
の
里
大
賞
」
の
副
賞
に
は
剣

淵
産
の
お
い
し
い
農
産
物
が
贈
ら
れ
、
受
賞
者

に
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。

平
成
二
六
年
度
地
産
地
消
優
良
活
動
表
彰
に

お
い
て
、「
絵
本
の
里
け
ん
ぶ
ち

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

マ
ル
シ
ェ
」
が
農
林
水
産
大
臣
賞
（
地
域
振
興

部
門
）
を
受
賞
し
た
。

た
だ
黙
々
と
作
物
を
作
る
だ
け
の
農
業
は
面

白
く
な
い
。
み
ん
な
で
何
か
に
挑
戦
し
よ
う
と

の
思
い
で
、
平
成
二
二
年
四
月
に
農
協
青
年
部

員
一
三
人
で
直
接
お
客
様
の
い
る
所
へ
軽
ト

ラ
ッ
ク
で
出
向
い
て
、
農
産
物
等
を
販
売
す
る
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「
軽
ト
ラ
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
始
し
た
。
活
動
を

拡
げ
て
い
く
中
で
、
農
協
青
年
部
員
等
が
こ
の

活
動
に
自
主
的
に
参
加
し
や
す
い
よ
う
、
平
成

二
四
年
に
「
絵
本
の
里
け
ん
ぶ
ち

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ

マ
ル
シ
ェ
」
に
改
組
し
た
。
平
成
二
五
年
一
〇

月
に
「
軽
ト
ラ
マ
ル
シ
ェ
」
を
商
標
登
録
す
る

こ
と
に
よ
り
、
信
頼
度
・
信
用
度
が
増
し
、
商

品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
図
ら
れ
た
。
受
賞
の
理
由

は
、
地
域
農
業
の
振
興
に
貢
献
す
る
と
と
も
に

地
産
地
消
の
核
と
な
っ
て
い
る
組
織
で
あ
り
、

今
後
の
発
展
・
活
躍
が
大
い
に
期
待
で
き
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

剣
淵
町
に
は
他
に
冷
凍
加
工
品
等
を
つ
く
る

女
性
グ
ル
ー
プ
、
地
場
の
も
の
を
利
用
し
た
加

工
研
究
会
な
ど
の
組
織
が
あ
り
、
元
気
な
生
産

者
の
活
動
の
成
果
が
ま
だ
ま
だ
期
待
で
き
る
下

地
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

剣
淵
町
で
子
育
て
を
し
た
い
と
い
う
家
族
が

現
れ
、
絵
本
と
福
祉
と
農
業
が
一
体
と
な
っ
た

文
化
を
創
造
し
、
絵
本
の
持
つ
「
温
も
り
と
優

し
さ
」
に
触
れ
、「
思
い
や
り
の
あ
る
豊
か
な

心
」
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
町
民
す
べ
て
の
願

い
な
の
で
あ
る
。

（
以
上
、
剣
淵
町
提
供
資
料
及
び
北
海
道
新
聞

記
事
よ
り
抜
粋
）

〈
取
材
後
記
〉

旭
川
か
ら
北
へ
、
私
に
は
過
酷
な
イ
メ
ー
ジ

の
あ
る
塩
狩
峠
を
越
え
た
先
に
、
日
本
人
が
忘

れ
か
け
て
い
る
原
風
景
が
あ
る
。
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
が
似
合
う
絵
本
の
里
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

一
般
社
団
法
人

北
海
道
地
域
農
業
研
究
所

特
別
研
究
員

西

野

義

隆

【絵本の里けんぶち ＶＩＶＡマルシェ】

【けんぶち桜岡湖水まつりの賑わい】

連載
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○
「
平
成
２６
年
度
Ｊ
Ａ
に
じ
職
員
研
修

会
」

主

催

Ｊ
Ａ
に
じ
（
福
岡
県
）

と

き

平
成
２７
年
１
月
１５
日

テ
ー
マ

協
同
組
合
の
意
義
・
役
割

と
Ｊ
Ａ
の
在
り
方

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
平
成
２６
年
度
人
づ
く
り
研
修
会
」

主

催

Ｊ
Ａ
筑
紫
（
福
岡
県
）

と

き

平
成
２７
年
１
月
１６
日

テ
ー
マ

協
同
組
合
の
意
義
・
役
割

と
Ｊ
Ａ
の
在
り
方

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
平
成
２６
年
度
十
勝
地
区
Ｊ
Ａ
役
員

研
修
会
」

主

催

平
成
２６
年
度
十
勝
地
区
Ｊ

Ａ
組
合
長
会

と

き

平
成
２７
年
１
月
１８
日

テ
ー
マ

戦
後
北
海
道
の
農
協
の
歩

み｜

十
勝
を
中
心
に

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
士
別
農
作
業
支
援
対
策
研
修
会
」

主

催

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き

と

き

平
成
２７
年
１
月
２６
日

テ
ー
マ

農
業
・
農
村
が
直
面
す
る

課
題
の
な
か
で
と
る
べ
き

選
択
肢

講

演

黒
澤

不
二
男

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
平
成
２６
年
度
Ｊ
Ａ
非
常
勤
理
事
研

修
会
」

主

催

Ｊ
Ａ
カ
レ
ッ
ジ

と

き

平
成
２７
年
１
月
２８
日

テ
ー
マ

農
協
の
大
義

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
平
成
２６
年
報
徳
人
づ
く
り
ム
ラ
づ

く
り
研
修
会
」

主

催

公
益
財
団
法
人
北
海
道
報

徳
社

と

き

平
成
２７
年
１
月
２８
日

テ
ー
マ

二
宮
尊
徳
の
人
物
像
と
現

代
的
解
釈

講

演

黒
澤

不
二
男

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
平
成
２６
年
度
役
員
支
部
長
研
修

会
」

主

催

Ｊ
Ａ
ス
マ
イ
ル
（
東
京
）

と

き

平
成
２７
年
２
月
２
日

テ
ー
マ

都
市
農
協
の
役
割
と
改
革

課
題

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
平
成
２６
年
度
総
代
研
修
会
」

主

催

Ｊ
Ａ
め
む
ろ

と

き

平
成
２７
年
２
月
５
日

テ
ー
マ

協
同
組
合
の
意
義
・
役
割

と
Ｊ
Ａ
の
在
り
方

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
平
成
２６
年
度
十
勝
食
と
農
の
つ
ど

い
」

主

催

食
と
農
の
つ
ど
い
実
行
委

員
会
（
帯
広
）

と

き

平
成
２７
年
２
月
１１
日

テ
ー
マ

農
協
改
革
の
真
意
を
問
う

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
平
成
２６
年
度
女
性
部
研
修
会
」

主

催

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き

と

き

平
成
２７
年
２
月
１９
日

テ
ー
マ

政
府
の
農
協
改
革
を
ど
う

研
究
会
・
研
修
会
等
へ
の

報
告
者
・
講
師
の
派
遣

（
平
成
２７
年
１
月
〜
３
月
）
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見
る
か

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
地
域
再
編
整
備
事
業
意
見
交
換

会
」

主

催

北
海
道
開
発
局
室
蘭
開
発

建
設
部

と

き

平
成
２７
年
２
月
２０
日

テ
ー
マ

伊
達
市
農
業
の
構
造
と
今

後
の
展
開
方
向

講

演

黒
澤

不
二
男

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
平
成
２６
年
度
冬
期
講
座
」

主

催

Ｊ
Ａ
十
勝
池
田
町

と

き

平
成
２７
年
２
月
２７
日

テ
ー
マ

農
協
改
革
と
協
同
組
合
の

目
的

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
平
成
２６
年
度
農
政
講
演
会
」

主

催

い
わ
み
ざ
わ
地
域
・
農
業

活
性
化
連
絡
協
議
会

と

き

平
成
２７
年
３
月
１０
日

テ
ー
マ

今
後
の
農
協
の
在
り
方
と

農
業
経
営

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

○
「
平
成
２６
年
度
空
知
地
区
研
修
会
」

主

催

農
民
連
合
北
海
道

と

き

平
成
２７
年
３
月
２１
日

テ
ー
マ

農
協
改
革
の
現
段
階
と
農

協
の
大
義

講

演

太
田
原

高
昭

（
当
研
究
所
・
顧
問
）

人 事 異 動

＜新 任＞ 平成２７年４月１日付

研究部

専任研究員 山 口 和 宏
（農学博士）

研究部
しん どん ちょる

専任研究員 申 錬 鐵
（農学博士）
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お 知 ら せ

第２５回（平成２７年度）通常総会の開催

開 催 日 時 平成２７年５月２８日（木） 午後１時より

開 催 場 所 北農ビル１９階 第２～第４会議室

札幌市中央区北４条西１丁目

提 出 議 題

議案第１号 平成２６年度事業報告並びに収支決算について

議案第２号 平成２７年度役員報酬額の決定について

議案第３号 平成２７年度会費の賦課及び徴収方法（案）について

議案第４号 役員の選任について

通常総会特別講演会の開催

開 催 日 時 平成２７年５月２８日（木） 午後３時（通常総会終了後）

開 催 場 所 北農ビル１９階 第２～第４会議室

札幌市中央区北４条西１丁目

講演テーマ 「身土不二の原理 黒澤酉蔵翁
生誕１３０年を記念して」（仮題）

講 師 学校法人 酪農学園

学園長 仙 北 富 志 和
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◆

編

集

後

記

◆

�
今
冬
は
、
例
年
雪
の
多
い
と
言

わ
れ
る
地
域
で
少
な
く
、
あ
ま
り

雪
の
降
ら
な
い
所
で
記
録
的
な
大

雪
と
な
っ
た
。
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
や

道
東
沖
で
台
風
並
み
に
発
達
し
た

爆
弾
低
気
圧
が
、
ま
た
か
と
い
う

よ
う
な
頻
度
で
発
生
し
、
デ
ィ
ズ

ニ
ー
映
画
ア
ナ
雪
の
ス
ク
リ
ー
ン

を
観
る
が
ご
と
く
地
域
住
民
や
経

済
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

学
校
は
休
校
で
い
い
な
と
思
っ
て

い
た
が
、
し
っ
か
り
補
講
と
な
り
、

が
っ
か
り
し
た
生
徒
も
多
か
っ
た

だ
ろ
う
。
温
暖
化
の
影
響
と
も
、

氷
河
期
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う

説
も
あ
る
が
、
今
年
も
や
っ
と
、

「
あ
っ
た
か
い
ん
だ
か
ら
ー
」
と

い
え
る
春
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
切
り

替
わ
り
だ
。

�
北
陸
金
沢
ま
で
新
幹
線
が
開
通

し
、
石
川
・
富
山
県
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
で
賑
わ
っ
て
い

る
。
北
海
道
函
館
へ
は
あ
と
一
年

だ
。
交
通
網
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

確
実
に
進
展
し
て
い
る
。
海
で
隔

て
ら
れ
た
地
域
が
地
続
き
と
な
る

こ
と
に
は
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
。

ま
た
、
高
速
化
で
行
動
範
囲
が
広

が
る
こ
と
で
従

来
に
な
い
メ

リ
ッ
ト
が
生
ま

れ
る
場
合
も
多

い
。
け
れ
ど
、

逆
に
、
見
過
ご

さ
れ
て
し
ま
う

も
の
、
失
っ
て

し
ま
う
も
の
も

多
く
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う

か
。
普
段
の
生

活
拠
点
で
必
要

な
こ
と
を
棚
上
げ
し
、
一
時
的
な

賑
わ
い
か
ら
各
地
域
で
呼
び
込
み

競
争
を
し
て
い
る
が
、
最
後
は
大

都
市
の
一
人
勝
ち
と
な
る
の
が
高

速
化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
末
路
に

見
え
る
。
地
域
の
つ
な
が
り
や
助

け
合
い
と
い
う
社
会
イ
ン
フ
ラ
な

し
に
地
域
振
興
は
な
い
。
日
常
の

日
々
は
、
そ
ん
な
に
広
範
囲
で
は

な
く
、
ま
た
あ
ま
り
速
く
な
い
方

が
健
康
的
な
気
が
す
る
。

�
今
回
か
ら
新
コ
ー
ナ
ー
「
地
域

農
研
Ｎ
Ｏ
Ｗ
」
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

当
研
究
所
の
近
況
を
わ
か
り
や
す

く
紹
介
す
る
場
で
、
会
員
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
編
集
委
員
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
基
に
企
画
し
て
い
る
。

今
後
も
通
算
一
〇
〇
号
に
向
け
、

誌
面
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
。

（
片
岡

省
二
）

公益社団法人 北海道馬鈴しょ生産安定基金協会

北海道澱粉工業協会

〒０６０－０００４

札幌市中央区北４条西１丁目１番地

共済ビル

� ０１１（２３２）６５６０

FAX ０１１（２２２）１７９４

剣淵町役場

〒０９８－０３９２

上川郡剣淵町仲町３７番地１号

� ０１６５（３４）２１２１

FAX ０１６５（３４）２５９０

一般社団法人 北海道地域農業研究所

〒０６０－０８０６

札幌市北区北６条西１丁目４番地２

ファーストプラザビル７階

� ０１１（７５７）００２２

FAX ０１１（７５７）３１１１

HP : http : //www.chiikinouken.or.jp

E-mail : office47@chiikinouken.or.jp
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